
特集

介護保険制度が変わります
下水道使用料が変わります
●今回の折り込み 社協だより
（はずしてお読みください）



予
防
を
よ
り
重
視
し
た

サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換

介
護
保
険
は
、年
齢
を
重
ね
る
と
と
も

に
、心
身
の
状
態
が
悪
化
し
、日
常
生
活

で
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た

人
が
、市
か
ら
要
支
援
や
要
介
護
１
〜
５

な
ど
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

現
在
、市
内
で
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
約
７
人
に
１
人
が
、

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
う
ち
半
数

以
上
は
軽
度
者（
要
支
援
お
よ

び
要
介
護
１
）に
当
た
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
軽
度
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、心
身
の
状
態
が
悪
化
す
る
こ

と
を
防
ぎ
、回
復
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、こ

れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
が
見
直
さ

れ
、新
た
に
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス（
新
予

防
給
付
）が
創
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
見
直
し
、

さ
ら
に
運
動
機
能
の
向
上
や
、栄
養
の
改

善
、口
く
う
機
能
の
向
上
な
ど
が
、新
た

に
サ
ー
ビ
ス
に
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、こ
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス（
新
予

防
給
付
）の
マ※１
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
、地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、市
内
に
４
か
所

設
置
し
ま
す
。

※
１
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
利
用
者
一
人
ひ

と
り
の
生
活
状
態
や
要
望
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
を
作
成
し
た
り
、

管
理
や
調
整
を
行
う
こ
と

要
介
護
認
定
の
見
直
し

現
在
、介
護
保
険
の
認
定
段
階
は
、要

支
援
と
要
介
護
１
・
２
・
３
・
４
・
５
の
６
段

階
で
す
。

今
回
の
制
度
改
正
で
は
、こ
の
認
定
段

階
に
加
え
て
要
支
援
２
と
い
う
段
階
が
、

新
た
に
設
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
要
支
援
２
に
該
当
す
る
の
は
、こ
れ
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要支援1 要支援2

要介護1

要介護2 要介護3

要介護者�要支援者�

新予防給付� 介護給付�

要介護4 要介護5

介
護
保
険
制
度
は
、高
齢
者
の
自
立
支
援
を
目
的
に
、平
成
12

年
４
月
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
備
え
て
、制
度
を
開
始
し
て
７
年
目
を

迎
え
る
４
月
か
ら
、保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
連
も
含
め
、制

度
が
全
体
的
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

明
る
く
活
力
の
あ
る
超
高
齢
社
会
に
向
け
て

■認定段階見直しのイメージ（図１）

現行区分

介
護
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5
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ま
で
の
認
定
段
階
の
要
介
護
１
に
相
当
す

る
人
の
う
ち
、心
身
状
態
を
改
善
す
る
た

め
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
り

も
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス（
新
予
防
給
付
）

を
利
用
す
る
方
が
、改
善
が
図
ら
れ
る
可

能
性
が
高
い
人
で
す
。（
図
１
）

認
定
は
、認
定
審
査
会
で
保
健
や
医
療
、

福
祉
の
専
門
家
が
話
し
合
い
、そ
の
審
査

結
果
に
基
づ
い
て
市
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
要
支
援
は
、要
支
援

１
と
い
う
認
定
段
階
に
な
り
ま
す
。

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
た
人
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
あ
る
い
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
委
託
し
た
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
）が
、ケ
ア
プ
ラ
ン

※
２

の

作
成
や
調
整
を
し
て
、新
予
防
給
付
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、４
月
以
降
ま
で
認
定
の
有
効
期

間
が
あ
る
利
用
者
は
、有
効
期
間
満
了
日

ま
で
は
、現
在
の
認
定
段
階
に
基
づ
く
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、制
度
改
正
後
の
認
定
審
査

が
行
わ
れ
る
の
は
、更
新
ま
た
は
変
更
申

請
を
す
る
時
に
な
り
ま
す
。（
更
新
申
請

は
、有
効
期
間
満
了
日
の
60
日
前
か
ら
行

え
ま
す
。）

※
2
ケ
ア
プ
ラ
ン
…
自
立
や
生
活
の
向

上
を
す
る
た
め
作
ら
れ
た
、利
用
者
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画

の
こ
と地

域
に
根
ざ
し
た
保
健
・
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
保
健
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
、こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健

事
業
や
、地
域
支
え
合
い
事
業
が
見
直
さ

れ
、福
祉
の
枠
組
み
の
中
に
、新
し
く
地
域

支
援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
で
は
、日
常
生
活
の
上

で
活
発
で
は
な
い
点
が
見
ら
れ
、近
い
将
来

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
可
能
性

が
高
い
虚
弱
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、介

■地域包括支援センター
4月から市内に4か所設置し、それぞれの担当地区ごとに業務を行い

ます。

■地域包括支援センターの役割

高齢者の生活する地域社会の中の、さまざまな組織や機関、関係者

団体と連携して、高齢者が住みなれた地域で、その人らしい生活を継続

することができるように支援をします。

■主な業務内容

介護予防ケアマネジメント

介護予防事業（地域支援事業）と、介護予防サービス（新予防給付）

を効果的に提供するように、ケアプランの作成や調整などをします。

総合相談・支援

介護保険制度だけでなく、さまざまな制度や、地域資源を利用した総

合的な支援をします。

権利擁護、虐待早期発見・防止

高齢者などの人権や財産を守る、権利擁護と虐待防止の拠点として、

成年後見制度の活用や、虐待の早期発見や防止を進めていきます。

地域のケアマネジャーなどの支援

地域包括支援センターでは、ケアマネジャーのネットワーク作りや、困

難な事例に対する助言などをします。

それぞれのセンターごとに、保健師、主任ケアマネジャー、社会福祉

士などを配置し、その専門性を生かし、またお互いの連携を図りながら、

地域の福祉の中核機関としての役割を担います。

■設置場所

周南東部地域包括支援センター

担当地区 熊毛地域・久米・櫛浜・鼓南

所在地 久米752―4 10834―29―1155

市鼓海園地域包括支援センター

担当地区 周陽・桜木・秋月・岐山・大津島

所在地 孝田町1―38 10834―28―7055

徳山医師会地域包括支援センター

担当地区 遠石・関門・中央・今宿・須々万・長穂・向道・中須・須金・鹿野

地域

所在地 慶万町10―1 10834―32―9035

周南西部地域包括支援センター

担当地区 富田・菊川・福川・夜市・戸田・湯野・和田

所在地 古川町１―17 10834―62―6301
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で
１
・
４
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、保
険
給
付
費
も
12
年

度
の
55
億
円
か
ら
、16
年
度
に
は
、お
よ
そ

82
億
円
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

向
こ
う
３
年
間
も
、介
護
保
険
制
度
の

適
切
な
運
営
に
向
け
て
、相
応
の
保
険
給

付
費
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、超
高
齢
社
会
の
到
来
に

備
え
、持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を
作

る
た
め
に
も
、適
切
な
保
険
料
改
定
を
行

い
ま
す
。

な
お
、介
護
保
険
料
の
負
担
段
階
は
、

所
得
が
低
い
人
に
対
し
て
、よ
り
き
め
細

か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、18
年
度
か
ら
、こ

れ
ま
で
の
５
段
階
か
ら
６
段
階
に
改
め
ま

す
。（
図
２
）

問
合
せ

介
護
保
険
課
1
０
８
３

４
―
22
―
８
４
６
７

護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、運
動
機
能
の
向
上
、栄

養
の
改
善
、口
く
う
機
能
の
向
上
、閉
じ

こ
も
り
予
防
・
支
援
、う
つ
予
防
・
支
援
、

認
知
症
予
防
・
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、こ
の
介
護

予
防
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、地

域
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の
中
核
機
関

と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

市
は
、介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
、介
護
保
険
事
業
計
画
を
定

め
、施
策
を
進
め
て
い
ま
す

こ
の
計
画
は
、法
律
で
３
年
ご
と
に
見

直
す
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、市
で

は
、今
年
度
中
に
、向
こ
う
３
年
間
の
介
護

保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、向
こ
う
３
年
間
の
介
護
保

険
料
額
も
決
め
ま
す
。
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、国
が
示
す
基
準
を
も
と
に
、要
支
援
、

要
介
護
の
認
定
者
数
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
量
な
ど
を
推
計
し
ま
す
。

そ
う
し
て
、３
年
間
の
介
護
保
険
に
か

か
る
費
用（
保
険
給
付
費
）の
総
額
を
計

算
し
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、平
成
18
年

度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
額

を
決
定
し
ま
す
。

高
齢
者
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、要
介

護
者
な
ど
の
認
定
者
数
は
、12
年
度
の
制

度
開
始
当
初
と
比
較
し
て
、こ
の
５
年
間

■介護保険料負担段階の見直し（図2）

これまでの保険料段階 平成18年度からの保険料段階

平成18年度から、所得が低い人の負担能力によって、よりきめ細かく対応できるように見直します。

老齢福祉年金…明治44年4月1日以前に生まれた人、また

は大正5年4月1日以前に生まれた人が、受けている年金。

所得…実際の収入から、必要経費相当額を差し引いた額。

対象

本人は老齢福祉年金受給者で、世帯

全員が住民税非課税の人

生活保護受給者

世帯全員が住民税非課税の人

本人は住民税非課税で、世帯のだれ

かに住民税が課税されている人

本人が住民税課税者で、前年の所得

が200万円未満の人

本人が住民税課税者で、前年の所得

が200万円以上の人

保険料率

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

段階 対象

1 本人は老齢福祉年金受給者で

世帯全員が住民税非課税の人

生活保護受給者

2 本人及び世帯全員が住民税非課

税で、本人の合計所得金額＋課税

年金収入額が80万円以下の人

3 本人及び世帯全員が住民税非

課税で、第2段階以外の人

4 本人は住民税非課税で、世帯のだ

れかに住民税が課税されている人

5 本人が住民税課税者で、前年の

所得が200万円未満の人

6 本人が住民税課税者で、前年の

所得が200万円以上の人

保険料率

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5
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これからの介護保険サービス利用の流れ

高齢者

介護や支援が必要な人

認定結果通知

要介護1～5

要介護者 要支援者

要支援1、2 非該当

要介護認定の申請
心身の状態が悪化し、日常生活をする上で、介護や支

援が必要となった人は、介護保険の申請をします。
本人や家族が申請できます。また、居宅介護支援事業

所などが代行して申請することも可能です。

要介護認定
介護が必要か、または支援が必要かを、認定調査票や

主治医の意見書の内容を踏まえて、介護認定審査会で審
査・判定します。

●地域支援事業●
地域包括支援センターで、日常生
活をする上で、活発でない点が見ら
れる虚弱高齢者に対して
●健康診査の結果などの確認
●日常生活での問題点などについ
ての聞き取り調査
などを行い、介護予防事業（地域
支援事業）の対象者を選定します。

●ケアプランの作成●
地域包括支援センターが、ケアプ

ランを作成します。
なお、介護予防サービス（新予防

給付）のケアプランは、地域包括支
援センターが委託した居宅介護支援
事業所が作成する場合もあります。

ケアプランの作成

居宅介護支援
事業所のケアマ
ネジャーや、介
護保険施設の担
当者がケアプラ
ンを作成します。

介護サービスの

利用

介護サービス

が利用できます。

介護予防サービ

スの利用

介護予防サー

ビス（新予防給付）

が利用できます。

介護予防事業の

利用

介護予防事業

（地域支援事業）

が利用できます。

●虚弱高齢者などの早期把握●
市町村や医療機関と、地域包括支援センターが連携

して、日常生活をする上で、活発ではない点が見られる
高齢者（虚弱高齢者など）の実態を把握します。
把握は、行政機関や民生委員、医療機関との連絡調整
や、本人や家族からの申し出などの情報をもとに行います。

日常生活をする上で、活発でない点

が見られ、介護予防が必要となる可

能性がある人

要介護や要支
援になる恐れ
がある高齢者

日常生活をする上

で、活発でない点

が見られない人

自立した生活が

送れているすべ

ての高齢者

高齢期の総合的

な相談や、介護予防

に関する情報の提

供などについて、地

域包括支援センタ

ーが利用できます。

今は介護を必要としていない人

認定調査票 ＋ 主治医意見書 → 介護認定審査会
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給食給水班の皆さんは、非常炊き出し用の包装袋に1食分
の米と水を計り入れて、炊き出しの準備をしました

久米公民館で活躍する皆さんのハンドベルの演奏。一振り
一振りが奏でる澄んだ音色は、客席を魅了していました

もしも…に備えて
避難所生活を疑似体験

震
度
６
弱
の
地
震
が
起
き
て
停
電
し

た
と
い
う
設
定
の
も
と
、１
月
29

日
に
桜
木
小
学
校
で
、避
難
・
避
難
所
体

験
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
の
は
約
２
０
０
人
。
避
難
誘

導
、救
出
救
護
、広
報
、給
食
給

水
の
４
つ
の
班
に
分
か
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、訓
練
本
部
か
ら
出
る

指
示
に
従
っ
て
避
難
状
況
の
報
告

を
し
た
り
、避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
作
成
し
た
り
、負
傷
者
の
手

当
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

「いつでも、どこでも、だれ
でも」楽しめる生涯学習

市
内
の
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
、２
月
５
日
、新
南
陽
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
ま
な
び
ピ
ア
」
を
開
催

し
、日
ご
ろ
の
活
動
を
発
表
し
ま

し
た
。
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
の
広
さ

を
生
か
し
て
、音
楽
や
芸
能
を
披

露
。
ま
ち
の
先
生
か
ら
優
し
く
教

わ
り
な
が
ら
、も
の
づ
く
り
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
は
、子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。
訪
れ
た

皆
さ
ん
は
、見
て
、触
れ
て
、生
涯

学
習
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
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参加した50人のうち女性は9人。1時間余りをかけて菅野湖
畔のコースを完走しました

寒風が吹きつける
菅野路を力走

菅
野
湖
畔
10
マ
イ
ル
レ
ー
ス
が
、２
月

12
日
に
行
わ
れ
、市
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
25
歳
か
ら
76
歳
ま
で
、50
人
の
市
民

ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
晴

天
に
は
恵
ま
れ
た
も
の
の
、時
折

強
い
寒
風
が
吹
き
つ
け
る
中
、皆

さ
ん
は
中
須
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ス
タ
ー
ト
。
沿
道
の
ス
タ
ッ
フ
や
家

族
の
応
援
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、

須
々
万
に
続
く
起
伏
の
激
し
い

道
の
り
約
16
キ
ロ
を
走
り
抜
き

ま
し
た
。

高
たか

水
みず

地区※熊毛地域

高水地区は、市の東端
に位置し、周東町に隣接
しています。かつて「山高く
して水清し」と称された、自然
が豊かな地区です。
地区の中心部には、高水ふれあいセンターや入

浴館、プールや公園など、子どもから高齢者まで地
域の人たちが集まる交流の場が設けられています。
皆さんは、あいさつ運動や声かけ運動、学校外での
子どもの安全を守る夜間巡視活動を積極的に進め
るなど、人と人とのふれあいを大切にしています。
また、江戸時代、この辺りは旧山陽道沿いの宿場
町として栄えました。その当時、現在の私立高水高
校の前身である高水村塾が開設され、多くの人財
を育成した地区としても知られています。
高水地区では現在でも、スポーツの振興や生涯

学習に力を入れるなど、元気に輝く人づくりに取り組
んでいます。今年は3月11日と12日に、高水公民館
で、生涯学習作品展を開催します。

豊かな自然の中で
人づくりに尽力

江戸時代に宿場町とし
てにぎわった辺りには、
往時をしのばせる白壁の
倉などが見られます

でーたふぁいる【2月１日現在】
●人口／1,804人　　●世帯／710世帯

★★★★★★★★★★★★★★★★★

旧山陽道沿いの町並み
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地
域
の
歴
史
を
映
し
出
す
資
料

鹿
野
図
書
館
の
２
階
に
あ
る
鹿
野
民

俗
資
料
展
示
室
で
は
、農
村
の
暮
ら
し
を

物
語
る
民
俗
資
料
や
小こ

谷た
に

遺
跡
か
ら
出

土
し
た
遺
物
、そ
の
他
の
歴
史
資
料
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
が
開
館
し
て
い
る
火
曜
日
か
ら

日
曜
日
に
、無
料
で
見
学
が
で
き
、小
学
生

が
社
会
科
や
総
合
学
習
な
ど
の
授
業
の
一

環
で
、地
域
の
歴
史
を
学
び
に
来
た
り
、郷

土
史
や
民
俗
資
料
の
研
究
家
な
ど
が
市

内
外
か
ら
訪
れ
ま
す
。

今
回
は
、展
示
室
を
管
理
す
る
鹿
野
公

民
館
の
福ふ
く

本も
と

勝
ま
さ
る

館
長
に
案
内
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

民
俗
資
料
で
昔
の
暮
ら
し
を
回
顧

展
示
室
に
常
設
さ
れ
た
民
俗
資
料
は

約
７
５
０
点
。
明
治
時
代
か
ら
昭
和
30
年

代
こ
ろ
ま
で
に
、鹿
野
地
域
で
使
わ
れ
て
い

た
、農
機
具
や
衣
食
住
に
か
か
わ
る
生
活

用
品
な
ど
で
す
。

農
林
業
の
近
代
化
が
進
ん
で
使
わ
な
く

な
っ
た
米
作
機
具
や
む
し
ろ
織
機
、生
活

様
式
が
電
化
し
て
不
要
に
な
っ
た
調
理
器

具
な
ど
が
展
示
さ
れ
、当
時
の
様
子
を
説

明
し
た
絵
や
写
真
が
添
え
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
展
示
資
料
の
中
に
は
、実
際

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
毎
年
行
わ
れ
る
、子
ど
も
の
農
業
体

験
の
行
事
で
は
、展
示
物
の
脱
穀
機
な
ど

を
田
に
持
ち
出
し
て
、当
時
の
作
業
を
体

験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

「
展
示
室
の
資
料
は
、子
ど
も
と
高
齢

者
と
の
、世
代
を
越
え
た
交
流
に
も
一
役

買
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
福
本
館
長
は
誇

ら
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

歴
史
資
料
で
古
代
の
生
活
を
想
像

歴
史
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
は
、小
谷
遺
跡

で
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
つ
ぼ
や
勾ま
が

玉た
ま

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
地
層
に
は
な
い
石
の
細
工

な
ど
、周
辺
地
域
と
の
交
流
を
裏
付
け
る

貴
重
な
出
土
品
を
は
じ
め
、多
く
の
歴
史

資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
生
活
す
る
現
在
は
、過
去
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野
民
俗
資
料
展
示
室
に
は
、過
去
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
、未
来
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
小
谷
遺
跡
】

鹿
野
上
の
小
谷
地
区
で
発
見
さ

れ
た
、今
か
ら
約
２
０
０
０
年

前
の
弥
生
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
集

落
跡
。
清
流
錦
川
の
本
流
と
、支
流
渋

川
の
合
流
地
域
に
沿
っ
た
高
台
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
平
成
６
年
に
調
査
・
発

掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。小
谷
遺
跡
で
は
、

糸
を
よ
っ
た
り
紡
い
だ
り
し
た
紡ぼ

う

錘す
い

車し
ゃ

に
使
っ
た
と
見
ら
れ
る
石
が
、多
く
出

土
し
た
の
が
特
徴
で
す
。

※

※

■

郷
土
史
を
凝
縮
、鹿
野
民
俗
資
料
展
示
室
■

外側の枠が回転しても、中の炭入れは水平を保
つ足用こたつ。「寝ている間にけっても大丈夫」

鹿野総合支所�
�

国
道
３
１
５
号�

鹿野小学校�

鹿野中学校�

鹿野民俗資料展示室�

鹿野公民館�

（鹿野図書館2階）�

鹿野総合�
体育館�
�

阿東町�
↑�

↓�
徳山�

昭和30年ごろまで現役だった人力脱穀機。「足踏みミシンの要領でリズミカルに
踏まないとうまく脱穀できません。コツがいるんです」と実演する福本館長



実行委員会でも独自に「やんちゃ劇団」の公演や
「やんちゃ鍋」などの企画を進行中です

「
若
い
人
の
興
味
は
分
散
し
て
い
ま
す
が
、

集
結
し
た
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ご
い
と

思
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、廣
澤
和
己
さ
ん
。

３
月
18
日
と
19
日
に
、新
南
陽
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
と
新
南
陽
球
場
で
開
催
さ
れ
る
、

周
南
や
ん
ち
ゃ
祭
の
実
行
委
員
長
で
す
。

周
南
や
ん
ち
ゃ
祭
は
、20
代
か
ら
30
代

前
半
ま
で
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
や

運
営
を
し
、
同
世
代
に
出
演
を
募
っ
た

「
若
者
の
、若
者
に
よ
る
、若
者
と
す
べ
て
の

世
代
の
人
の
た
め
の
」
祭
り
で
す
。「
や
ん

ち
ゃ
」
と
は
ヤ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
略
。
若
い

人
が
活
動
す
る
場
を
設
け
、元
気
を
発
信

し
よ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

若
い
人
材
を
育
て
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

る
こ
と
も
、こ
の
祭
り
の
目
的
の
一
つ
で
す
。

実
行
委
員
会
の
中
心
に
な
る
の
は
、イ
ベ
ン

ト
の
企
画
や
運
営
の
経
験
が
な
い
若
者
で
、

40
人
の
委
員
の
半
数
以
上
を
占
め
ま
す
。

「
若
い
世
代
が
自
ら
考
え
て
動
く
、そ

の
課
程
が
大
事
。
素
人
が
多
い
か
ら
こ
そ
、

丁
寧
な
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま

す
」
と
廣
澤
さ
ん
。
自
ら
も
年
輩
ス
タ
ッ
フ

か
ら
学
ん
だ
経
験
を
、若
い
世
代
に
伝
え

て
い
ま
す
。

祭
り
の
当
日
に
は
、ダ
ン
ス
や
音
楽
、ア

ー
ト
な
ど
の
約
50
団
体
５
０
０
人
が
出
演

し
て
、若
者
文
化
を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

「
同
世
代
の
人
だ
け
で
な
く
、す
べ
て
の

世
代
の
人
に
、会
場
で
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
廣
澤
さ
ん
は
、祭

り
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

周南やんちゃ祭実行委員長

廣澤和己さん

周南やんちゃ祭実行委員長

廣澤和己さん
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■リフォーム教室

●日時／3月6日（月）9時30分～12

時●場所／徳山保健センター●内

容／古布でティッシュ入れ作り●参加

料／無料●申込み／周南消費者協会

小
お

畑
ばた

さん1・50834―28―3089

■春の洋蘭展

●日時／3月18日（土）・19日（日）9

時～17時（19日は16時）●場所／市

民館●問合せ／徳山蘭友会事務局

櫻谷
さくらたに

さん10834―31―9659

■永源山公園と周辺の清掃

ボランテイア清掃に参加しませんか。

●日時／3月19日（日）9時30分～

11時30分●問合せ／新南陽ライオン

ズクラブ10834―62―2024

■市民、近郷川柳大会

●日時／3月26日（日）10時～（出句

締切は11時30分）●場所／新南陽ふ

れあいセンター●課題／「これから」

「土台」「物好き」「外観」「のどか」「美

化」「ルーム」●参加料／2,000円（昼

食代など）●問合せ／富田番茶川柳会

近
こん

藤
どう

さん10834―62―2394

■ゆめ風車通りスケッチ大会

●対象／幼稚園・保育園児以上●日

時／4月2日（日）10時～14時●集合

場所／さくら坂公園●参加料／500

円（軽食代など）●申込み／3月31日

（金）までに、まんどころ来てみん祭実

行委員会吉
よし

鶴
つる

さん10834―63―

2019

■60歳からのフォークダンス初心者教室

●日時／4月3日（月）～、毎週月曜日

9時30分～11時30分●場所／夜市

公民館●会費／2,000円（6か月分）

●申込み／3月31日（金）までに、岩
いわ

政
まさ

さん10834―63―5380

■ラウンドダンス初心者教室と見学会

●日時／4月10日～、毎月第2・4月曜

日13時30分～15時30分※見学会

は3月27日（月）14時から。上靴を持

参してください。●場所／徳山勤労福

祉センター●会費／1,500円（6か月

分）●問合せ／河
かわ

村
むら

さん10834―

88―0026

■ゆめ風車通りフェスティバルの出店

フェスティバルの出店者を募集して

います。●日時／5月3日（祝）9時～

16時●出店料／1区画（2G）1,000

円●場所／ゆめ風車通り、ポケットパー

ク●申込み／4月14日（金）までに、ま

んどころ来てみん祭実行委員会事務局

徳
とく

本
もと

さん10834―62―3405板�伝�伝�言�
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皆さんの活動の情報を掲載します
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● ● ●

「
ワ
イ
ワ
イ
も
の
づ
く
り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、科
学

や
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
、昨
年
採
択
し
た

ひ
と
・
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。

今
年
の「
徳
山
の
ん
た
祭
」
で
、サ
イ
エ

ン
ス
イ
ベ
ン
ト
や
も
の
づ
く
り
教
室
な
ど
の

開
催
を
検
討
中
で
、お
も
し
ろ
い
理
科
実

験
や
も
の
づ
く
り
教
室
の
指
導
が
で
き
る

人
、興
味
が
あ
る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

趣
味
や
仕
事
な
ど
を
通
し
て
得
た
技

術
や
知
識
を
生
か
し
て
、子
ど
も
た
ち
の

科
学
や
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
興
味
、好

奇
心
を
は
ぐ
く
む
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

個
人
・
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
。
関
心
が
あ

る
人
は
、ぜ
ひ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

企
画
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８

４
７
８

「
ワ
イ
ワ
イ
も
の
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
月
の
テ
ー
マ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■元気こども総合相談センター

子どもに関するさまざまな相談

場所 市役所本庁舎本館3階元気こども課内

■元気こども24時間ホットライン（年中無休）

10834―31―2400

（みんないっしょに24時間○
まる

○
まる

待っTEL
てる

よ）

■家庭児童相談室

子育て、母子（父子）家庭、寡婦の人への自

立に向けた悩み、貸付など

場所 市役所東本館2階児童家庭課内10834

―22―8452

■総合支所などでの「家庭児童相談日」

新南陽総合支所…●毎週火曜日10時～16

時（自立支援･貸付）●毎週水曜日10時～

16時（家庭児童相談）

熊毛総合支所…第2木曜日10時～16時

鹿野公民館…第4木曜日10時～16時

問合せ 児童家庭課1 0834―22―8452

■ヤングテレホンしゅうなん（教育相談）

学習、しつけ、悩み、進路、不登校いじめ、など

10834―21―7830

場所 教育委員会生涯学習課内

いじめ相談フリーダイヤル…80120―

783090

※ヤングテレホンの名称などが変わります

4月1日から、ヤングテレホンは、名称を

「教育相談しゅうなん」に変更し、いじめ相談

フリーダイヤルとともに、くすのきラウンジに

移設します。

ぼくは徳山動物園が大好き

です。世界中からやって来た

いろいろな動物に会えるから

です。これからも、徳山動物園

に住んでいる動物たちの絵を描いてみたいです。

●田中くんが描いた、オニオオハシの絵は、県児童・

幼児動物画コンクール周南市教育長賞を受賞しま

した。

●春の動物画コンクールを、3月11日（土）から4月

9日（日）まで開催します。

問合せ 徳山動物園10834―22―8640・ホー

ムページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.

jp/hp/dobutsuen/

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま

ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの

未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

in

徳 山動物園

工
場
見
学
と
船
か
ら
の
工
場
望
見
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

対
象

市
内
の
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

日
時
と
集
合
場
所

３
月
27
日（
月
）９

時
30
分
〜
15
時
30
分
、市
役
所
本
庁
舎

定
員

20
人（
応
募
多
数
は
抽
選
）

参
加
料

５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

申
込
み

３
月
15
日（
水
）ま
で
に
、住

所
・
氏
名
・
学
年
・
保
護
者
氏
名
・
電
話

番
号
を
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１

―
１
元
気
こ
ど
も
課
1
０
８
３
４
―
22

―
８
３
３
１
・
5
０
８
３
４
―
22
―
８

３
３
９
・
Ｅ
メ
ー
ルg

en
k
ik
od
om
o@

city.shunan.yam
aguchi.jp

子どもに関する相談窓口

田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）田中 怜くん（岐山小学校4年）
た なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れいた なか れい
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■地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

を作
つく

っています

市
し

は、市
し

民
みん

と力
ちから

を合
あ

わせて、いきい

きとしたまち「私
わたし

たちが輝
かがや

く元
げん

気
き

発
はっ

信
しん

都
と

市
し

周
しゅう

南
なん

」をめざしています。その

目
もく

標
ひょう

の1つに「安
あん

心
しん

して暮
く

らせるまち

づくり」があります。

そこで「地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」を作
つく

って、市
し

民
みん

のだれもがいきいきと輝
かがや

き、お互
たが

い

に支
ささ

え合
あ

いながら、安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

でき

る共
きょう

生
せい

のまちづくりを進
すす

めていきます。

■地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

って何
なに

？

私
わたし

たちが安
あん

心
しん

して豊
ゆた

かに生
せい

活
かつ

して

いくためには、国
くに

や県
けん

、市
し

が行
おこな

っている

サービスを受
う

けるだけでなく、身
み

近
ぢか

な

住
じゅう

民
みん

同
どう

士
し

が支
ささ

え合
あ

うことも大
たい

切
せつ

です。

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

とは、お年
とし

寄
よ

りや

子
こ

ども、障
しょう

害
がい

がある人
ひと

たちみ

んなのために、自
じ

分
ぶん

たちが住
す

んでいる地
ち

域
いき

の問
もん

題
だい

点
てん

を、自
じ

分
ぶん

たちで見
み

つけて、自
じ

分
ぶん

たち

で解
かい

決
けつ

していこうというもの

です。

■今
いま

なぜ、「地
ち

域
いき

」福
ふく

祉
し

なの？

生
せい

活
かつ

する中
なか

での困
こま

りごとや

悩
なや

みごと、問
もん

題
だい

はさまざまです。解
かい

決
けつ

す

るためには、身
み

近
ぢか

な地
ち

域
いき

で相
そう

談
だん

ができ

ると助
たす

かります。

そのためには、普
ふ

段
だん

から、地
ち

域
いき

の住
じゅう

民
みん

同
どう

士
し

の結
むす

びつきを大
たい

切
せつ

にしていか

なければなりません。

また、最
さい

近
きん

では、支
し

援
えん

を必
ひつ

要
よう

として

いる人
ひと

やその家
か

族
ぞく

が、地
ち

域
いき

の中
なか

で自
じ

立
りつ

した生
せい

活
かつ

を送
おく

ることができるように支
ささ

える、ボランティア活
かつ

動
どう

やＮ
えぬ

Ｐ
ぴー

Ｏ
おー

活
かつ

動
どう

な

どが活
かっ

発
ぱつ

です。

そこで市
し

は、こうした市
し

民
みん

の皆
みな

さん

の活
かつ

動
どう

を応
おう

援
えん

し、協力
きょうりょく

していきます。

また、身
み

近
ぢか

で、利
り

用
よう

しやすく、わかり

やすい窓
まど

口
ぐち

を作
つく

ったり、市
し

民
みん

の皆
みな

さん

がふれあう交流
こうりゅう

活
かつ

動
どう

や見
み

守
まも

り活
かつ

動
どう

、助
たす

け合
あ

い活
かつ

動
どう

、健
けん

康
こう

づくりや生
い

きがいづ

くり活
かつ

動
どう

などの場
ば

を作
つく

ったりして、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

を応
おう

援
えん

します。

皆
みな

さんも、みんなが住
す

み良
よ

い地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

のまちをめざして積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

んでください。

くわしくは…

高齢障害課
こうれいしょうがいか

10834―22―8462

市
し

では、お年
とし

寄
よ

りや子
こ

ども、障
しょう

害
がい

がある人
ひと

たちみんなが、地
ち

域
いき

で

安
あん

心
しん

していきいきと生
せい

活
かつ

できる福
ふく

祉
し

のまちづくりをめざして「地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」を作
つく

っています。

今
こん

回
かい

は、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の考
かんが

え方
かた

に

ついて説
せつ

明
めい

します。

だ
れ
も
が
輝か

が
や

き
、支さ

さ

え
合あ

い
な
が
ら
、安あ

ん

心し
ん

し
て

生せ
い

活か
つ

で
き
る
共き

ょ
う

生せ
い

の
ま
ち
づ
く
り
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含
ん
だ
基
本
料
金
で
し
た
が
、基
本
料
金

と
従
量
料
金
に
分
け
て
、従
量
料
金
を
９

つ
の
区
分
に
し
ま
し
た
。（
表
１
）

こ
れ
は
、使
用
実
態
に
対
応
し
た
負
担

区
分
に
す
る
と
と
も
に
、利
用
す
る
皆
さ

ん
の
節
水
努
力
が
、使
用
料
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。

井
戸
水
な
ど
を
使
用
す
る
世
帯
は
、一

人
当
た
り
の
下
水
道
使
用
水
量
を
６
立

方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、使
用
人
数
を
乗
じ

た
も
の
を
使
用
水
量
と
し
て
算
定
し
ま

す
。（
表
２
）

水
道
と
井
戸
水
な
ど
を
併
用
す
る
世
帯

は
、井
戸
水
な
ど
水
道
以
外
の
水
の
使
用

昨
年
９
月
の
定
例
市
議
会
で「
市
下
水

道
条
例
の
一
部
改
正
」「
市
農
業
集
落
排

水
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
」「
市
漁
業
集
落
排
水
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、市
内

の
下
水
処
理
に
関
す
る
使
用
料
金
を
、４

月
使
用
分
か
ら
改
定
し
ま
す
。

ま
た
、今
回
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、井
戸

水
な
ど
を
使
用
す
る
世
帯
や
、井
戸
水
な

ど
を
併
用
す
る
世
帯
の
排
水
量
の
算
定
方

法
も
見
直
し
ま
す
。

一
般
汚
水
は
、こ
れ
ま
で
排
水
量
の
１

立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
10
立
方
メ
ー
ト
ル
を
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4月使用分から

下
水
道
は
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
健
康
で
住
み
や
す
く

快
適
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に

河
川
や
海
の
水
質
を
保
全
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

下
水
道
使
用
料
を
、４
月
の
使
用
分
か
ら

こ
れ
ま
で
の
旧
２
市
２
町
の
使
用
料
体
系
を

市
内
で
統
一
し
た
使
用
料
体
系
に
改
定
し
ま
す
。

今
後
も
経
営
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
の
で

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下水道
使用料が
変わります

主なお知らせ�

健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

主
な
改
定
の
概
要

水
量
を
一
人
当
た
り
３
立
方
メ
ー
ト
ル
と

し
て
、使
用
人
数
を
乗
じ
た
も
の
と
、水
道

使
用
水
量
を
加
算
し
た
も
の
を
、下
水
道

使
用
水
量
と
し
て
算
定
し
ま
す
。（
表
３
）

井
戸
水
を
使
用
す
る
世
帯
は
、使
用
人

数
を
も
と
に
算
定
す
る
た
め
、使
用
人
数

に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、須
々
万
地
区
の
農
業
集
落
排
水
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施
設
の
使
用
料
は
、こ
れ
ま
で
の
世
帯
人

数
に
応
じ
た
料
金
体
系
か
ら
、排
除
汚
水

量
に
応
じ
た
、下
水
道
使
用
料
の
料
金
体

系
に
統
一
し
ま
す
。

な
お
、４
月
１
日
を
ま
た
い
だ
場
合
、下

水
の
使
用
料
金
は
、旧
料
金
期
間
と
新
料

金
期
間
を
日
割
り
で
計
算
し
て
合
計
し

た
額
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
使
用
料
の
改
定
は
下
水
道
の
使

用
料
金
の
み
で
、水
道
料
金
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、農
業
集
落
排
水
施
設
の
使
用

料
の
賦
課
徴
収
事
務
は
、平
成
18
年
度
か

ら
水
道
局
が
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
は
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
健
康

で
住
み
や
す
く
、快
適
に
す
る
た
め
の
基

盤
に
な
る
も
の
で
あ
り
、ま
た
河
川
や
海

の
水
質
保
全
に
も
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

今
後
も
経
営
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
の
で
、理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

下
水
道
業
務
課

1
０
８
３
４
―
61
―
４
２
０
４

主なお知らせ�

■改定後の下水道使用料（表1）

一
　
般
　
汚
　
水

温
泉
汚
水

公
衆
浴
場
・

区
分

汚
水

１か月当たりの使用料

基本料金 従量料金（１Kあたり）

1,070円 0Kから10Kまで 17円

10Kを超え20Kまで 167円

20Kを超え30Kまで 188円

30Kを超え50Kまで 198円

50Kを超え100Kまで 205円

100Kを超え200Kまで 210円

200Kを超え500Kまで 215円

500Kを超え1,000Kまで 220円

1,000Kを超えるもの 225円

100Kまで 100Kを超えるもの 63円

9,975円

●月の途中で下水道の使用を開始・休止・廃止した場合

使用日数が15日以内の場合、基本料金は2分の1の金額

使用日数が15日を超える場合、基本料金は全額

一般家庭が１か月に25kを使った場合の計算例

基本料金 1,070円

10Kまで 10K × 17円＝ 170円

20Kまで 10K × 167円＝ 1,670円

25Kまで 5K × 188円＝ 940円

合計 3,850円

■井戸水などを使用する世帯の使用水量（表2）
家族1人につき、6Kを使用水量にする。

4人世帯の場合の１か月の計算例

使用水量 4人×6K＝24K

基本料金 1,070円

10Kまで 10K × 17円＝ 170円

20Kまで 10K × 167円＝ 1,670円

24Kまで 4K × 188円＝ 752円

合計 3,662円

■井戸水などと水道を併用する世帯の使用水量（表3）
家族1人につき、3Kを水道の使用水量に加算する。

4人世帯が1か月に12kの水道を使った場合の計算例

使用水量 12K＋（4人×3K）＝24K

基本料金 1,070円

10Kまで 10K × 17円＝ 170円

20Kまで 10K × 167円＝ 1,670円

24Kまで 4K × 188円＝ 752円

合計 3,662円

水
道
料
金
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
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情 報 ひ ろ ば �

徳
山
動
物
園
の
開
園
時
間

開
園
時
間
が
、１
時
間
長
く
な
り
ま
す
。

▼
開
園
時
間
／
９
時
〜
17
時（
入
園
は
16

時
30
分
ま
で
）▼
期
間
／
３
月
20
日（
月
）

〜
10
月
19
日（
木
）▼
問
合
せ
／
徳
山
動

物
園
1
22
―
８
６
４
０

新
規
排
水
設
備
指
定
工
事
店

▼
工
事
店
名
／
1
ツ
カ
サa

1
26
―
１

２
２
０
▼
問
合
せ
／
下
水
道
維
持
課
1

61
―
４
２
０
８

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

３
月
１
日（
資
格
基
準
日
）現
在
で
作

成
し
た
定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
、在
外
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
も
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
３
月
３
日（
金
）〜
７
日（
火
）

８
時
30
分
〜
17
時
▼
場
所
／
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局（
市
役
所
本
庁
舎
）▼
問

合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
1
22

―
８
５
２
１

緑
の
募
金
に
協
力
を

緑
の
募
金
は
、学
校
や
地
域
の
緑
化
推

進
、国
際
協
力
、緑
の
少
年
隊
の
育
成
、緑

化
行
事
な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間
／
３
月
１
日（
水
）〜
４
月
30
日

（
日
）▼
受
付
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
、林

政
課
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
▼
問
合

せ
／
林
政
課
1
22
―
８
２
１
８

小
学
校
の
指
定
校
の
変
更

平
成
18
年
度
か
ら
、指
定
校
ま
で
の
通

学
距
離
が
、お
お
む
ね
２
d
以
上
あ
る
児

童
が
、自
宅
か
ら
近
い
小
学
校
へ
通
学
を

希
望
す
る
場
合
、申
請
に
よ
り
指
定
校
の

変
更
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、希
望
す
る
学
校
の
収
容
力
に

余
裕
が
な
か
っ
た
り
、安
全
な
通
学
経
路

が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、指
定
校
の
変

更
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象
／
新
１
年
生
と
そ
の
兄
姉（
平
成

19
年
度
か
ら
す
べ
て
の
児
童
が
対
象
）▼
問

合
せ
／
学
校
教
育
課
1
22
―
８
５
４
３

大
向
公
民
館
の
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
、64
歳（
３

月
31
日
現
在
）ま
で
の
人
▼
募
集
人
数
／

１
人
▼
内
容
／
大
向
公
民
館a

の
支
所

窓
口
事
務
▼
勤
務
／
月
12
日
勤
務
で
、８

時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、祝

日
は
除
く
）▼
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日
▼
報
酬
／
月
額
８

万
８
０
０
円
程
度（
雇
用
保
険
あ
り
）▼
選

お
知
ら
せ
�

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

火
災
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
、春
の
全
国
火

災
予
防
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
重
点
目
標

▽
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

▽
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進

▽
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

▽
高
齢
者
な
ど
が
入
居
す
る
防
火
対

象
物
の
防
火
安
全
対
策
の
推
進

春
の
全
国

火
災
予
防
運
動

お
知
ら
せ

３
月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）

全
国
で
、子
ど
も
や
高
齢
者
が
犠
牲

に
な
る
火
災
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
主
な
原
因
は
、就
寝
中
な
ど
に

よ
る
逃
げ
遅
れ
で
す
。
火
災
を
早
期
に

発
見
し
て
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

消
防
法
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、全
国
の
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
は

放
火
で
す
。
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
1
22
―

８
７
７
３

考
／
面
接
▼
申
込
み
／
３
月
15
日（
水
）

ま
で
に
、市
販
の
履
歴
書
を
、持
参
ま
た
は

郵
送
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１

―
１
総
務
課
1
22
―
８
２
６
１

消
費
生
活
相
談
員

▼
対
象
／
64
歳（
３
月
31
日
現
在
）ま
で

の
人
で
、消
費
生
活
専
門
相
談
員
や
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、消
費
生
活
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
の
資
格
を
取
得
ま
た
は
３
月

末
ま
で
に
取
得
予
定
で
、パ
ソ
コ
ン
の
操
作

が
で
き
る
人
▼
募
集
人
数
／
１
人
▼
内

容
／
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
の
受
け

付
け
や
ア
ド
バ
イ
ス
▼
勤
務
／
月
10
日
勤

務
で
、８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日
曜

日
、祝
日
は
除
く
）▼
雇
用
期
間
／
４
月

１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日（
継
続
可
）

▼
報
酬
／
月
額
８
万
２
０
０
０
円
以
内

（
資
格
の
有
無
や
経
験
に
よ
り
算
定
）▼
選

考
／
作
文
・
面
接
▼
申
込
み
／
３
月
10
日

（
金
）ま
で
に
、市
販
の
履
歴
書
と
資
格
証

の
写
し（
取
得
済
み
の
人
）・「
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
」の
作
文（
１
２

０
０
字
以
内
を
自
筆
で
）を
、持
参
ま
た

は
郵
送
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通

１
―
１
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８

３
２
１

ご
み
燃
料
化
施
設
の
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
、64
歳（
３
月

31
日
現
在
）ま
で
の
人
で
、パ
ソ
コ
ン
の
操
作

が
で
き
る
人
▼
募
集
人
数
／
１
人
▼
内

容
／
ご
み
燃
料
化
施
設b

の
事
務
補
助
▼

勤
務
／
月
12
日
勤
務
で
、８
時
30
分
〜
17

募
集
�

募�
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時
15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）▼
雇

用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31

日
▼
報
酬
／
月
額
７
万
７
６
０
０
円
程
度

（
雇
用
保
険
あ
り
）▼
選
考
／
面
接
・
作
文

▼
申
込
み
／
３
月
20
日（
月
）ま
で
に
、市

販
の
履
歴
書
を
、持
参
ま
た
は
郵
送
で
、〒

７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
課
1
22
―
８
３
０
３

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託
職
員

▼
対
象
／
64
歳（
３
月
31
日
現
在
）ま
で

の
人
で
、大
型
一
種
運
転
免
許
を
も
つ
人

▼
募
集
人
数
／
２
人
程
度
▼
内
容
／
徳

山
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
徳
山
西
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
配
送
車
の
運
転
▼

勤
務
／
月
17
日
程
度
勤
務
で
、８
時
15
分

〜
17
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）▼

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３

月
31
日
▼
報
酬
／
月
額
12
万
１
１
０
０
円

程
度（
社
会
保
険
、通
勤
手
当
あ
り
）▼
選

考
／
面
接
▼
申
込
み
／
３
月
10
日（
金
）

ま
で
に
、市
販
の
履
歴
書
を
、持
参
ま
た
は

郵
送
で
、〒
７
４
５
―
０
８
０
５
櫛
ヶ
浜
４

６
３
―
３
学
校
給
食
課
1
25
―
０
０
１
０

紙
お
む
つ
を
給
付

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
、在
宅
で
介

護
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
寝
た
き

り
、ま
た
は
認
知
症
の
高
齢
者
で
、常
時
失

禁
状
態
の
人
※
対
象
者
及
び
介
護
者
の

世
帯
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
。▼
内

容
／
１
月
当
た
り
２
０
０
０
円
分（
介
護

保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
は
、４
０
０
０
円
分
）の
紙
お

む
つ
を
現
物
給
付
▼
申
込
み
／
印
鑑
持
参

で
、高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
２
、ま

た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
。
新
南

陽
1
61
―
４
１
１
３
、熊
毛
1
92
―
０
０

１
２
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費

受
給
資
格
者
証
の
更
新

現
在
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
限

は
、３
月
31
日（
金
）で
す
。早
め
に
更
新
を

し
て
く
だ
さ
い
。新
規
の
申
請
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
市
内
に
３
か
月
以
上
在
住
す

る
70
歳
以
上
で
、国
民
健
康
保
険
以
外
の

公
的
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
▼
申

込
み
／
受
給
者
証
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑

持
参
で
高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
２
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
。
新
南

陽
1
61
―
４
１
１
３
、熊
毛
1
92
―
０
０

１
２
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

県
健
康
福
祉
祭
参
加
者
募
集

▼
対
象
／
60
歳
以
上（
昭
和
22
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）の
人
▼
日
時
／
５
月
18

日（
木
）10
時
〜
16
時
▼
場
所
／
維
新
百

消防訓練
春の全国火災予防運動行事の一環として、消防本部と消防団、県消防防災

ヘリコプターが合同で、山林火災防ぎょ訓練を行います。消防車両の通行や、ヘ

リコプターの騒音などで、周辺の皆さんに迷惑をかけますが、協力をお願いします。

日時と場所 3月12日（日）9時～12時30分、黒岩峡付近C（集合）・小松原

島田川河川敷C（ヘリコプター離着陸）・黒岩峡付近（放水訓練）

問合せ 消防本部警防課122―8762

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日
現

在
、軽
自
動
車
や
バ
イ
ク（
原
動
機
付
自

転
車
）な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
廃
車
や
売
却
、譲
渡
な

ど
を
し
て
、廃
車
や
名
義
変
更
の
届
け

出
を
し
て
い
な
い
人
は
、３
月
末
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を

し
な
い
場
合
、平
成
18
年
度
の
軽
自
動

車
税
が
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
す
る

人
は
、住
所
変
更
や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、本
市
が
発
行
し
た
原
動
機
付

自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
、盗
難

お
知
ら
せ

廃
車
や
名
義
変
更
は

お
早
め
に

な
ど
で
紛
失
し
、廃
車
の
手
続
き
が
で

き
な
い
人
は
、印
鑑
を
持
参
し
て
、相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き

▽
原
動
機
付
自
転
車（
１
２

５
'
以
下
）、小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕

用
な
ど
）…
課
税
課
1
22
―
８
２
７
１
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
。
新

南
陽
1
61
―
４
１
０
４
、熊
毛
1
92
―

０
０
１
０
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
３
▽
軽

二
輪（
１
２
５
'
超
２
５
０
'
以
下
）…

県
軽
自
動
車
協
会（
山
口
市
）1
０
８

３
―
９
２
２
―
８
８
７
７
▽
二
輪
の
小

型
自
動
車（
２
５
０
'
超
）…
山
口
運

輸
支
局（
山
口
市
）1
０
８
３
―
９
２
２

―
５
３
３
５
▽
四
輪
軽
自
動
車（
６
６

０
'
以
下
）
…
軽
自
動
車
検
査
協
会

山
口
事
務
所（
山
口
市
）1
０
８
３
―

９
２
４
―
０
５
４
２

年
記
念
公
園（
山
口
市
）ほ
か
▼
競
技
種

目
／
卓
球
、テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、弓
道
、剣
道
、囲
碁
、将

棋
▼
申
込
み
／
４
月
５
日（
水
）ま
で
に
、

高
齢
障
害
課
1
22
―
８
４
６
２
・
5
22
―

８
４
６
４
、ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
。
新
南
陽
1
61
―
４
１
１
３
、熊
毛
1

92
―
０
０
１
２
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２

障
害
者
総
合
相
談
窓
口
の
開
催

▼
日
時
／
３
月
28
日（
火
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
西
別
館
1
階

会
議
室
▼
申
込
み
／
高
齢
障
害
課
1
22

―
８
４
６
３
・
5
22
―
８
４
６
４

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

障
害
者
や
高
齢
者
、児
童
、地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
一
体
に
な
り
、音
楽
を

通
し
た
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

▼
日
時
／
３
月
18
日（
土
）13
時
〜
15
時

30
分
▼
場
所
／
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
▼
入

福
祉
�

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
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場
料
／
無
料
▼
問
合
せ
／
熊
毛
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
1
92
―
０
０
１
２
、ま
た

は
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92
―

０
０
２
７

行
政
相
談

国
の
仕
事
の
こ
と
に
つ
い
て
、意
見
や
要

望
な
ど
が
あ
れ
ば
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
３
月
16
日（
木
）10
時
〜
15
時

▼
場
所
／
新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談

室
▼
問
合
せ
／
新
南
陽
総
合
支
所
市
民

生
活
課
1
61
―
４
１
０
５

３
月
の
心
配
ご
と
相
談

徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

▼
期
日
と
内
容
／
３
月
22
日（
水
）、法

律
・
登
記
・
相
続
・
家
庭
生
活
の
相
談
▼
時

間
／
９
時
〜
12
時
▼
申
込
み
／
３
月
６

日（
月
）９
時
か
ら
、社
会
福
祉
協
議
会
1

22
―
８
７
２
１

社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
で
開
催

▼
期
日
と
内
容
／
▽
３
月
13
日（
月
）、一

般
・
人
権
・
職
業
相
談
▽
20
日（
月
）、一

般
・
交
通
相
談
▽
27
日（
月
）、一
般
・
行
政

相
談
▼
時
間
／
10
時
〜
15
時
※
13
日
の

職
業
相
談
は
午
前
中
の
み
で
す
。▼
問
合

せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92

―
０
０
２
７

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
３
月
９
日（
木
）・
20
日（
月
）10

時
〜
15
時
※
９
日
は
行
政
相
談
を
併
せ

て
行
い
ま
す
。▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協

議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

３
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
３
月
14
日（
火
）10
時
〜
15
時
▼
場

所
／
新
南
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
問
合

せ
／
人
権
推
進
課
1
22
―
８
４
５
６

普
通
救
命
講
習
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
３
月
18
日（
土
）13
時
〜
17
時
▼
場

所
／
消
防
本
部a

▼
内
容
／
人
工
呼
吸
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、Ａ
Ｅ
Ｄ
、止
血
法
な
ど
▼

定
員
／
40
人
程
度
▼
申
込
み
／
消
防
本

部
警
防
課
1
22
―
８
７
６
２
、ま
た
は
各

消
防
署

親
子
の「
遊ゆ
ー

と
ぴ
あ
」

▼
対
象
／
４
歳
〜
６
歳
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
▼
日
時
／
３
月
18
日（
土
）10
時

〜
14
時
▼
場
所
／
徳
山
動
物
園
▼
定

員
／
20
組（
申
込
順
）▼
参
加
料
／
１
組

１
０
０
０
円
▼
内
容
／
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
、楽
し
い
遊
び
を
覚
え
よ
う
、お
い
し
い
物

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

若
者
た
ち
が
、一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
を
、多
く
の
人
に
理
解

し
て
も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
、

本
当
の
格
好
よ
さ
や
優
し
さ
な
ど
大

切
な
も
の
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

こ
ん
な
情
熱
と
思
い
を
形
に
す
る
た

め
に
、若
者
が
中
心
の
実
行
委
員
会

が
、昼
夜
を
問
わ
ず
６
か
月
も
の
青

春
期
を
費
や
し
て
構
成
し
ま
し
た
。

▽
３
月
18
日（
土
）13
時
〜
19
時
、若
者

の
情
熱
大
集
合
▽
19
日（
日
）11
時
〜

16
時
、若
者
か
ら
全す

べ

て
の
世
代
へ

新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、新
南
陽
球
場

※
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
や
ん
ち
ゃ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

シ

ョ

ー

…
音
楽
や
ダ
ン

ス
、映
像
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
。３
月
に

全
国
デ
ビ
ュ
ー
す
る
地
元
出
身
バ
ン
ド
も

参
加（
野
外
ス
テ
ー
ジ
は
19
日
の
み
）▽

や
ん
ち
ゃ
体
験
…
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
、カ

催
し

周
南
や
ん
ち
ゃ
祭

ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
体
験
▽
や
ん

ち
ゃ
ス
ポ
ー
ツ（
19
日
の
み
）…
Ｂ

Ｍ
Ｘ
大
会
、親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
十
種
競
技
会
な

ど
▽
や
ん
ち
ゃ
ク
ラ
フ
ト
…
ア
ク
セ

サ
リ
ー
や
キ
ャ
ン
ド
ル
、万
華
鏡
、

鋳
物
な
ど
、手
作
り
の
良
さ
を
味

わ
え
る
体
験
工
作
▽
や
ん
ち
ゃ
ス

ト
リ
ー
ト
…
音
楽
や
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
、キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
な
ど
が
一

堂
に
集
結
▽
や
ん
ち
ゃ
ア
ー
ト
展

…
ク
ラ
フ
ト
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の

ア
ー
ト
を
会
場
内
に
配
置
。
山
口
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
卒
業
作
品

も
多
数
出
展
▽
や
ん
ち
ゃ
屋
台
村（
19

日
の
み
）…
周
南
や
ん
ち
ゃ
鍋
を
中
心
に

し
た
フ
ー
ド
コ
ー
ト
▽
や
ん
ち
ゃ
劇
団

「
世
界
の
果
て
で
、天
使
は
微ほ

ほ

笑え

む
」（
19

日
の
み
）…
公
募
で
集
ま
っ
た
若
者
で
創

り
あ
げ
た
演
劇
の
旗
揚
げ
公
演
。ス
タ
ッ

フ
総
勢
25
人
中
、経
験
者
は
わ
ず
か
４

人
。
彼
ら
の
汗
と
涙
の
結
晶
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
内
ｂ
ｅ
…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
1
22
―
８
６
９
７
、ま
た
は

周
南
や
ん
ち
ゃ
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shunan-yancha.com

相
談
�

催
し
�

ｂビ

ｅー

…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時
と
内
容

場
所

主
な
催
し

問
合
せ



周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生

便
利
で
楽
し
い
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
入
門

▼
対
象
／
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
を
習
得
し

た
い
人
▼
期
日
／
３
月
７
日（
火
）〜
14
日

（
火
）※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。▼
時
間
／

10
時
〜
12
時
▼
受
講
料
／
１
万
円

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
短
期
速
習
科

▼
対
象
／
各
技
能
検
定
３
級
の
取
得
を

め
ざ
す
人
▼
期
日
／
３
月
14
日（
火
）〜

６
月
13
日（
火
）※
土
・
日
曜
日
、祝
日
は

除
く
。▼
時
間
／
13
時
〜
16
時
▼
受
講

料
／
１
か
月
６
万
２
０
０
０
円
と
雑
費
１

万
６
０
０
０
円
程
度（
検
定
料
含
む
）

い
ず
れ
も

▼
場
所
／
周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ（
光

市
）▼
定
員
／
各
20
人
▼
申
込
み
／
３
月

６
日（
月
）ま
で
に
、周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ

レ
ッ
ジ
1
０
８
３
３
―
72
―
８
０
０
０

大
田
原
自
然
の
家
「
天
体
教
室
」

▼
対
象
／
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族
、団

体
、一
般
▼
日
時
／
３
月
25
日（
土
）19
時

〜
21
時
※
雨
天
、曇
天
時
は
中
止
し
ま

す
。▼
場
所
／
大
田
原
自
然
の
家a

▼
内

容
／
冬
の
星
座
と
土
星
の
観
察
、星
の
話

な
ど
▼
定
員
／
50
人
▼
参
加
料
／
無
料
▼

申
込
み
／
３
月
17
日（
金
）ま
で
に
、住
所
・

12
日（
日
）９
時
〜
16
時（
12
日
は
14
時
ま

で
）▼
場
所
／
新
南
陽
公
民
館

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
／
３
月
12

日（
日
）10
時
〜
15
時（
抽
選
会
は
、15
時

ご
ろ
）▼
場
所
／
社
会
文
化
ホ
ー
ルb

イ
ベ
ン
ト
な
ど

▼
日
時
／
３
月
12
日

（
日
）10
時
〜
14
時
▼
場
所
／
新
南
陽
公

民
館
周
辺
▼
内
容
／
家
族
で
楽
し
む
手
作

り
コ
ー
ナ
ー
、地
震
体
験
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど

▼
問
合
せ
／
新
南
陽
公
民
館
内
や
よ
い
ま

つ
り
実
行
委
員
会
1
63
―
１
１
８
８
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▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
／
３
月
11

日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分
▼
場
所
／
新

南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
料
／
無

料
▼
申
込
み
／
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

新
南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1
61
―

４
２
１
５
・
5
61
―
４
２
４
２
・
Ｅ
メ
ー
ルsi-c

hiiki@
city.shunan.yam

aguchi.jp

新
南
陽
公
民
館
「
や
よ
い
ま
つ
り
」

作
品
展
示

▼
日
時
／
３
月
11
日（
土
）・

を
作
ろ
う
▼
申
込
み
／
３
月
６
日（
月
）〜

15
日（
水
）に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、市
民
ス

ポ
ー
ツ
課
1
28
―
８
８
８
３
・
5
28
―
８

８
８
５

子
ど
も
と
大
人
の
井
戸
端
会
議

子
ど
も
と
大
人
が
、日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
や
思
い
を
話
す
公
開
座
談
会
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

3月の納付
●国民健康保険料　10期
●介護保険料　　　10期

［介護保険料の納付］介護保険料の滞納が続くと、社会保険庁や金融機

関などへ財産調査や、差し押さえなどの滞納処分を行うことがあります。事情

により納付できないときは、納付計画を立てた上で、必ず連絡をしてください。

問合せ／介護保険課122―8467

講座 勤労青少年ホームの教養講座

対象 市内に在住または通

勤する15歳～おおむね

35歳の人で、休まず受講

でき、勤労青少年ホームの

行事にも積極的に参加で

きる人

日時 4月～平成19年2

月、18時30分～20時

30分

受講料 500円～1,000

円（別途材料代など実費）

ホーム利用年会費 1,000円

申込みに必要なもの 健康

保険証や社員証など、市内

に在住または通勤してい

ることを証明できるもの

申込み 各勤労青少年ホー

ムで受け付けます。（1人

1講座で、申込み順）

※自主サークルの申込みは、

3月13日（月）から受け付

けを開始します。（軽運動

室、音楽室、講義室などを

使って活動できるサーク

ルに限る）

徳山勤労青少年ホーム…3月9日（木）18時から受付開始、土・日曜日、

祝日を除く、16時～20時122―8720

新南陽勤労青少年ホーム…3月9日（木）から受付開始、月曜日・祝日を

除く、9時～21時163―5533

講
座
・
講
演
�

■徳山勤労青少年ホーム

講座名 開催日 定員
華道（池坊） 第１・３月曜日 20人

茶道（裏千家） 第１・３火曜日 20人

料理Ａ 第２・４火曜日 20人

料理Ｂ 第２・４水曜日 20人

料理Ｃ 第２・４木曜日 20人

陶芸（初心者） 第１・３火曜日 15人

陶芸（経験者） 第１・３水曜日 20人

英会話（初級） 第１・３水曜日 15人

英会話（中・上級） 第２・４水曜日 20人

実用書道 第１・３木曜日 20人

フラワーアレンジメント 第２・４木曜日 15人

■新南陽勤労青少年ホーム

講座名 開催日 定員
実用書道 第１～３火曜日 10人

パン・お菓子づくり 第１・３火曜日 10人

料理 第２・４火曜日 10人

お魚料理 第２・４木曜日 10人

手芸 第２・４水曜日 15人

着物の着付け（初級） 第２・４木曜日 6人

着物の着付け（中級） 第１・３木曜日 6人

フラワーアレンジメント 第３木曜日 15人



参
加
す
る
家
族
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
、応
募
の
動
機
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
５
１
１

中
須
北
３
１
９
４
大
田
原
自
然
の
家
1
・
5

89
―
０
４
６
１
・
Ｅ
メ
ー
ルootabara@

city.

shunan.yam
aguchi.jp

向
道
湖
マ
ラ
ソ
ン

▼
日
時
／
４
月
16
日（
日
）８
時
30
分
〜
▼

集
合
場
所
／
向
道
湖
ふ
れ
あ
い
の
家a

周

辺
▼
定
員
／
５
０
０
人（
申
込
順
）▼
部

門
／
▽
1.5
d
…
小
学
男
子
・
女
子
１
年
〜

３
年
▽
２
d
…
小
学
男
子
・
女
子
４
年
〜

６
年
▽
３
d
…
中
学
男
子
・
女
子
▽
５
d

…
高
校
一
般
男
子
・
女
子
、男
子
60
歳
以
上

▽
10
d
…
高
校
一
般
男
子
、男
子
50
歳
以

上
・
男
子
60
歳
以
上
▽
桜
の
向
道
湖
ウ
ォ
ー
ク

4.4
d
…
ど
な
た
で
も
▼
参
加
料
／
一
般
２

０
０
０
円
、高
校
生
・
中
学
生
１
０
０
０
円
、

小
学
生
５
０
０
円
▼
申
込
み
／
３
月
22
日

（
水
）ま
で
に
、体
育
協
会
1
28
―
８
３
１
１

市
民
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
、ま
た
は
協
会
登
録
チ
ー
ム
▼
日

時
／
３
月
26
日（
日
）９
時
〜
▼
場
所
／

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ーa

▼
参
加
料
／
１

チ
ー
ム
２
０
０
０
円
、中
学
・
高
校
は
１
校

１
０
０
０
円
▼
申
込
み
／
３
月
17
日（
金
）

ま
で
に
、所
定
の
申
込
書
を
、体
育
協
会
1

28
―
８
３
１
１
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【
事
例
】

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、敷

金
の
返
金
を
求
め
た
ら
、貸
し

主
か
ら
敷
金
を
上
回
る
請
求
が
あ
り
ま

し
た
。
契
約
書
に
は
「
借
り
主
は
建
物

を
原
状
回
復
し
て
明
け
渡
す
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、修
復
費
用
を
負
担
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

借
り
主
が
通
常
の
使
用
で
想

定
で
き
る
損
耗
で
あ
れ
ば
、そ

の
汚
損
や
破
損
な
ど
の
修
復
費
用
は
負

担
す
る
必
要
が
な
い
の
が
通
例
で
す
。

し
か
し
、故
意
や
不
注
意
に
よ
る
損

害
の
場
合
は
、費
用
負
担
を
求
め
ら
れ

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

契
約
す
る
前
に
、契
約
書
の
内
容
を

よ
く
読
ん
で
、物
件
の
状
況
な
ど
を
確

か
め
て
契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、入
居
時
に
、貸
し
主
や
管
理

会
社
の
立
ち
会
い
の
上
、住
居
内
の
状

況
を
確
認
し
た
り
、日
付
入
り
の
写
真

を
撮
る
な
ど
し
て
、記
録
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

何
か
と
慌
た
だ
し
い
時
期
で
す
が
、

退
去
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

も
一
つ
ひ
と
つ
、確
か
め
ま
し
ょ
う
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８

３
２
１

入
学
や
就
職
、転
勤
な
ど
で
新
し
い
生
活
を
始
め
る
人
は
、引
越
し
の
手

続
き
な
ど
で
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
多
く
な
る
相
談
の
一
つ
が
、ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
借
契
約

に
関
す
る
相
談
で
す
。

消
費
生
活�

の
知
恵�

ア
パ
ー
ト
な
ど
を

借
り
る
前
に
確
認
す
る
こ
と

ＱＡ
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熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

講座 4月～平成19年3月の
市民文化教室

申込み 3月15日（水）までに、往復はがき（返

信に自分の宛名を明記）で、住所・氏名・年齢・

電話番号・希望教室名を、〒745―0004毛利

町2―2周南文化協会事務局122―8622

教室名 開催日 会場
定員 時間 会費
南画 第2・4水曜日 市民館A
25人 13：00～15：00 月2,000円
日本画 第1・3金曜日 徳山勤労福祉センター
15人 18：00～20：00 月2,000円
陶芸（初心者）第2・4土曜日 市民館
20人 13：00～15：00 月2,000円
書道（仮名） 第1・3金曜日 市民館
20人 14：00～16：00 月3,000円
実用書道 第1・3水曜日 市民館
20人 18：00～20：00 月3,000円
篆刻（てんこく） 第1・3月曜日 市民館
10人 14：00～16：00 月3,000円
実用書道 第2・4火曜日 新南陽公民館
20人 9：30～11：30 月3,000円

※定員は申込順で、受講の可否は3月下旬に通知。

ス
ポ
ー
ツ
�



ご
み
の
50
音
別
の
分
別

表
が
あ
れ
ば
便
利
だ
と
思
い

ま
す
。ま
た
、資
源
物
回
収

場
所
が
あ
る
と
い
い
で
す
。

企
業
の
ご
み
の
資
源
化
も

気
に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
50
音
別
分
類
表
は
、徳
山
地
域
の
も
の

を
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.shunan.

yam
aguchi.jp/hp/recycle/

に
載
せ
て
い
ま
す

が
、分
別
の
異
な
る
ほ
か
の
地
域
に
つ
い
て
は
、順

次
、載
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、現
在
、持
ち
込
み
可
能
な
資
源
物
回
収

場
所
と
し
て
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
と

再
資
源
化
を
す
る
た
め
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事
業
所
の
ご
み

分
別
の
問
題
も
、家
庭
ご
み
と
同
じ
よ
う
に
、リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
利
用
し
て
、資
源
物
の
分
別

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

市
で
は
、今
後
も
ご
み
の
排
出
削
減
や
再
資

源
化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

問
合
せ

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
０
８
３
４
―

22
―

８
３
０
３

【火災件数】7件（本年累計 7件）

3月1日（水）から7日（火）までは、春の全国火災予防運動週間です。

【交通事故件数】●死亡事故1人（本年累計1人）●傷者数114人（本年累計114人）

反射材 あなたの命の　守り札（平成18年歩行者・自転車利用者に対する交通安全年間スローガン）

介護保険制度が変わります
（3月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
※デジタル対応の地区は12チャンネル。

毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】156,430人（前月比－119人）

［男］75,205人（前月比－37人）

［女］81,225人（前月比－82人）
●出生118人 ●死亡144人

●転入288人 ●転出381人

【世帯】65,838世帯（前月比＋24世帯）

平成18年2月1日現在

平成18年1月の発生件数

■家族介護教室

●日時／3月8日（水）・15日（水）13

時30分～15時●場所／新南陽総合

福祉センター●受講料／無料●申込

み／3月6日（月）までに、新南陽在宅

介護支援センター162―6301

■介護予防教室

●期日と内容／▽3月8日（水）、足裏

健康法など▽23日（木）、絵手紙講座

など●時間／13時30分～15時30

分●場所／介護老人保健施設ゆめ風

車B●受講料／無料●申込み／在宅

介護支援センターゆめ風車B161

―3275

■楽しく食べる子どもを増やそう食育展

●対象／市内の保育園児および幼稚

園児の保護者、食育に関心がある人

など●日時／3月18日（土）13時～

16時30分●場所／県周南総合庁舎

A●内容／食育劇、講演など●申込

み／3月6日（月）までに、県周南健康

福祉センターA133―6425

■通行規制に協力をお願いします

川手交差点と政所交差点の、信号

機改良と舗装工事に伴い、夜間通行

止めを行います。迂回路などは現場

の案内に従ってください。●日程と場

所／▽川手交差点…3月10日

（金）・11日（土）、市道古川跨線橋▽

政所交差点…3月17日（金）～19日

（日）、県道新南陽日原線・下松新南陽

線・新南陽停車場線●時間／21時～

翌6時●問合せ／県周南土木建築事

務所A133―6482

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り

市
内
で
４
か
所
設
置
す
る
、介
護
予
防
事

業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
す
る
施
設
は
？

q
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

w
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー

e
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
セ
ン
タ
ー

応
募
方
法

３
月
13
日（
月
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
、市
政
や
広
報
の
記
事
に

対
し
て
の
意
見
・
感
想
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
、は

が
き
で
、〒
７
４
５
―
８
６

５
５
岐
山
通
１
―
１
周
南

市
政
策
調
整
課
広
報
広
聴
担

当
「
ク
イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

w
３
月
１
日

応
募
総
数
79
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

人
が
当
選
し
ま
し
た
。
岩
崎
仁
美
さ
ん
、

千
葉
浩
之
さ
ん
、長
野
誠
さ
ん
、浜
田
雅

子
さ
ん
、森
木
ユ
キ
子
さ
ん

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

表紙のことば

2月4日に、勝間ふれあいセンターで、おもしろ科学クラブ

が開催されました。このクラブでは、毎月第1土曜日に、身近

なものを素材にした科学や物理の実験を通して、ものづくり

に興味をもつ子どもの育成をめざしています。今回のテーマ

は、おもしろ楽器研究。紙コップや木材などを使って作成し

た弦楽器の音の変化を、オシロスコープで観察しました。

市政情報番組周南市市政だより

個人情報の取り扱い

広報「しゅうなん」の募集記

事によって、市が収集した個人

情報については、担当所管で

管理し、収集した業務に限って

使用します。



広
報
し
ゅ
う
な
ん
編
集
／
周
南
市
政
策
調
整
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1

1
0834-22-8232

5
0834-22-8224

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

Eメ
ー
ル
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
主
な
公
共
施
設
」
か
ら
各
課
へ

古
紙
100％

再
生
紙
使
用
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